
　

長
命
屋
の
目
標
は
、「
村
の
活
性
化
は
高
齢
者
か
ら
」。

　

今
後
は
、
姫
島
の
遊
休
地
を
活
用
し
、
長
命
草
の
栽
培

拡
大
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
併
せ
て
高
齢
者
が
や
り

が
い
と
収
入
を
生
む
仕
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
姫
島
長
命
草
」は
す
で
に
商
標
登
録（
10
年
）

を
取
得
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
取
り
扱
い
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
に
よ
る
広
が
り
も
見
ら
れ
、
姫

島
長
命
草
を
「
村
の
特
産
品
」
と
し
て
さ
ら
に
定
着
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ら
体
調
が
改
善
し
た
」「
も
っ
と
早
く
飲
め
ば
よ
か
っ
た
」

等
の
感
想
や
応
援
の
声
が
、
日
々
の
大
き
な
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

長
命
屋
は
、
２
０
２
４

年
7
月
1
日
に
姫
島
村
で

創
業
し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
代
表
・

藤
本
さ
ん
が
重
病
に
か

か
っ
た
ご
主
人
の
健
康
を

願
い
姫
島
に
自
生
す
る「
長

命
草
」
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
想
像
以
上
の
体
調
の

変
化
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
良
さ
を
多
く
の
人

に
届
け
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

長
命
屋
が
扱
う
の
は
、
姫
島
で
し
か
育
た
な
い
「
姫
島

長
命
草
」。

　

西
風
や
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
て
育
つ
、
生
命
力
の
強
い
植

物
で
す
。
茎
が
紫
色
で
、
他
の
場
所
で
生
え
る
長
命
草
に

比
べ
て
栄
養
価
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

製
造
は
、
午
前
中
に
収
穫
し
、
午
後
に
湯
が
い
て
す
ぐ

冷
凍
。
水
を
極
限
ま
で
減
ら
し
た
ペ
ー
ス
ト
製
法
や
、
充

填
機
・
瞬
間
冷
凍
庫
を
活
用
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
完
成
し
ま
し
た
。
袋
の
材
質
や
厚
み
、
シ
ー
ル
の
大

き
さ
ま
で
細
部
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
72
～
82
歳
（
平
均
76
歳
）
の
女
性
5
人
で
製

造
を
行
っ
て
お
り
、
空
気
を
含
ま
な
い
よ
う
手
作
業
で
1

つ
1
つ
パ
ッ
ク
を
密
閉
し
て
お
り
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
な

い
丁
寧
な
仕
事
が
強
み
で
す
。大
分
合
同
新
聞
へ
の
掲
載
、

口
コ
ミ
の
広
が
り
な
ど
に
よ
り
、
注
文
が
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
注
文
時
な
ど
に
お
客
様
か
ら
届
く
「
飲
ん
だ

姫
ひめしまちょうめいそう

島長命草　長
な が い き や

命屋
代表　藤

ふじもと

本 次
つぎえ

枝 さん
（姫島村商工会）

http://www.oita-shokokai.or.jp

　
「
創
業
に
あ
た
っ
て
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
商

工
会
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
え

る
。」
と
い
う
情
報
を
き
っ
か
け
に
相
談
に
行
き
、
創
業

を
支
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
事
業
計
画
の

策
定
だ
け
で
な
く
、
専
門
家
派
遣
や
、
記
帳
指
導
な
ど
継

続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
長
命
屋
の
屋

号
の
と
お
り
「
1
株
食
べ
れ
ば
1
日
長
生
き
」
そ
ん
な
想

い
を
込
め
な
が
ら
、
島
の
自
然
と
人
の
力
を
活
か
し
た
事

業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。」

商
工
会
と
の
取
り
組
み

村
の
活
性
化
は
高
齢
者
か
ら

高
齢
者
の
力
で
、
島
に
元
気
と
長
生
き
を
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行
き
ま
す

！
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す
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大
分
県
商
工
団
体
経
営
指
導
員
等

支
援
成
果
事
例
発
表
会
及
び
表
彰
式

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
２
６
〈
関
西
〉

　

12
月
17
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
日

航
大
分
に
て
、
令
和
７
年
度
大

分
県
商
工
団
体
経
営
指
導
員
等

支
援
成
果
事
例
発
表
会
及
び
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
経

営
指
導
員
10
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

商
工
会
か
ら
は
、
５
名
の
経

営
指
導
員
が
選
ば
れ
、
特
別
賞

を
受
賞
し
た
髙
屋　

亮
平
経
営

指
導
員
（
由
布
市
商
工
会
）
が
、

支
援
成
果
事
例
に
つ
い
て
、
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧

特
別
賞

　
髙
屋
　
亮
平
経
営
指
導
員

（
由
布
市
商
工
会
）　

優
秀
賞

　
三
原 

嵩
史 

経
営
指
導
員

（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
）

　
飯
田 

千
晴 

経
営
指
導
員

（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
）

　
平
田 

貴
志 

経
営
指
導
員

（
国
東
市
商
工
会
）

　
芦
刈 

智
大 

経
営
指
導
員

（
九
重
町
商
工
会
））

　

本
会
で
は
県
の
受
託
事
業
を

受
け
、
お
お
い
た
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５

～
未
来
へ
つ
な
ぐ
経
営
の
バ
ト

ン
～
を
４
都
市
で
（
別
府
市
、

日
田
市
、
佐
伯
市
、
竹
田
市
）

実
施
し
ま
し
た
。

　

佐
伯
市
で
開
催
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
写
真
）
で
は
、
33
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
㈱
事
業
承
継
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　

代
表
取
締
役

の
宮
地
氏
が
登
壇
し
事
業
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
の
最
新
動
向
と
後
継
者

の
見
つ
け
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
体
験
を
語
っ
て
頂
く
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
タ
ク

シ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱　

代
表
取
締
役
社
長　

木

下
氏
と
、
㈱
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
め
ば
る　

代
表
取
締
役　

小
谷
氏

の
お
二
人
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
下
氏
か
ら
は
、
家
業
の
タ
ク
シ
ー
事
業
を
Ｍ
＆
Ａ
で
広
げ
て

き
た
取
り
組
み
や
、
第
三
者
承
継
を
進
め
る
う
え
で
大
切
に
し
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
谷
氏
か

ら
は
、
地
元
へ
戻
っ
て
転
職
し
た
会
社
で
、
従
業
員
承
継
を
ス
ム
ー

ズ
に
成
功
さ
せ
た
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
実
体
験
に
基
づ
く
話
が
多
か
っ
た
た
め
、
自

分
自
身
に
も
参
考
に
な
る
点
が
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
」
や
「
事

業
承
継
は
時
間
が
か
か
る
も
の
な
の
で
、
早
め
に
動
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
28
日
（
水
）・
29
日
（
木
）、
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
て
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
６
〈
関
西
〉
が
開
催
さ
れ
、
２
日

間
で
、
合
計
２
４
，
４
８
７
人
の
方
々
が
来
場
し
ま

し
た
。
当
会
か
ら
は
２
商
工
会
、
３
事
業
所
が
出
展

し
ま
し
た
。

　

販
路
開
拓

支
援
事
業
は

10
年
以
上
続

い
て
い
ま
す

が
、
3
事
業

所
と
少
数
で

の
出
展
は
初

め
て
と
な
り

ま
し
た
。
少

数
で
あ
っ
た

分
、
出
展
社

同
士
の
連
携

や
横
の
繋
が

り
は
非
常
に

緊
密
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
社
と
も
新
し
い
販
路
へ
の
期
待
が
持
て
る
商
談

が
で
き
た
よ
う
で
あ
り
、
非
常
に
有
意
義
な
展
示
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

出
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
商
工
会
や
事
業
所

の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
お
い
た
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
５
in
佐
伯 

～
未
来
へ
つ
な
ぐ
経
営
の
バ
ト
ン
～経験談を語る小谷氏と木下氏
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令
和
８
年
1
月
27
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー　

紅
梅
の
間

に
て
、「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」
並
び
に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」
を

開
催
し
、
県
内
各
地
か
ら
85
人
の
女
性
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
で
は
、
県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
、
九
州

ア
ル
プ
ス
商
工
会
女
性
部
の
賀か

ご

ろ

く

籠
六 

め
ぐ
み
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

賀
籠
六
さ
ん
は
、
７
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
部
員
全
体
研
修
会
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
大
分
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
と
地
域

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
大
分
シ
テ
ィ　

営
業
部　

課
長　

加
藤 

文

和
氏
よ
り
講
演
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

主張発表大会発表者及びテーマのご紹介
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・発表順）

１. 九州アルプス商工会女性部　賀籠六 めぐみ
　 女性部活動と地域振興・まちづくり
　 「感謝の年輪を次世代へ」
２. 中津市しもげ商工会女性部　加々見 さよ子
　 女性部活動と地域振興・まちづくり
　 「地道な活動で地域を元気に！」
３. 野津原町商工会女性部　　　　　河野 由利
　 女性部活動と地域振興・まちづくり
　 「「お邪魔します！」で繋ぐ、野津原の未来
　　　　　　　　　　～ 13 人の笑顔が起こす化学反応～」

　

令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）、
大
分
県
中

小
企
業
会
館
に
て
、
令
和
７
年
度
商
工
連
壮

青
年
部
研
修
会
を
開
催
し
、
壮
青
年
部
員
等

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
 

講
師
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
＆
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
代
表
の

米
澤 

有
加
氏
を
招
き
、「
人
間
関
係
と
職
場

環
境
に
活
か
す
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
題
し
て
、
職
場
内
で
良
好
人
間
関
係
を
築

く
た
め
に
必
要
と
な
る
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

参
加
者
か
ら
は
「
事
業
を
行
う
上
で
感
情

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
。
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
職
場

を
良
い
雰
囲
気
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
令
和
77
年
度
商
工
会
青
年
部

年
度
商
工
会
青
年
部

　
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」

「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」

　
　
　
　  

並
び
に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」

並
び
に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」

令
和
７
年
度
商
工
連

令
和
７
年
度
商
工
連

壮
青
年
部
研
修
会
開
催

壮
青
年
部
研
修
会
開
催

　

令
和
８
年

１

月

14

日

（

水

）
、

大

分
県
中
小
企

業

会

館

に

て
、
青
年
部

資
質
向
上
セ

ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
青
年

部
員
38
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー

で
は
「
本
業
も
青
年
部
も‶

う
ま
く
回
す
″
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
、
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
ｃ
ｌ
ａ
ｐ
代
表
の
甲
斐 

絵
利
香
氏
に
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
近
年
活
用
が
進
ん
で
お
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
実
際
に
使
用
し
て
青
年
部
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
得
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
資
料
作
成
な
ど
の
業
務
効
率
化
に
繋
げ
ら
れ
る
」

「
Ａ
Ｉ
か
ら
新
し
い
事
業
の
発
想
を
得
る
こ
と
も
で
き
そ

う
」
な
ど
と
感
想
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
学
び
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

発表者の皆さん
左から加々見さん

（中津市しもげ）
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令和８年度 　令和８年度 　珠 算 検 定 試 験 の 日 程珠 算 検 定 試 験 の 日 程

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

1～9・10級 第221回 6月21日（第3日曜） 4月8日㈬～5月14日㈭

1～9・10級 第222回 9月13日（第2日曜） 7月1日㈬～8月6日㈭

1～9・10級 第223回 11月15日（第3日曜） 9月2日㈬～10月8日㈭

1～9・10級 第224回 令和9年2月21日（第3日曜） 12月9日㈬～令和9年1月14日㈭

全国商工会　珠 算 検 定

3
月
号
V
o
l.3
4
3

令
和
八
年
三
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
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五
〇
七

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

個人事業主・経営者の皆さまへ

詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

商品ラインアップは
こちらから︕▶

けんしんが皆さまの
お力になります︕

大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

◀実施中のキャンペーンはこちら

「金利ある世界」のお得な商品

ほうわビジネス応援
定期預金&定期積金

202512/1(Mon.) 20263/31(Tue.)募集期間


